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議　　事

0.　第1回理事会議事録の確認，資料確認

　武居昌宏(総務部会長)より、前回理事会議事録の要点が読み上げられ、了承された。
1.　理事会カレンダーについて

　武居昌宏(総務部会長)より、今後の理事会の予定審議事項に関する日程の説明があり、追加修正などがあるの場合は、武居昌宏(総務部会長)まで連絡する旨説明があり了承された。
2.　理事会出席者の交通費について

　武居昌宏(総務部会長)より、大学関係理事の交通費について説明があり、有冨正憲（会長）より、学会財政逼迫もあるため自己申告制により交通費の緊縮を図るよう要請があり、さらに、東京と大阪の大学関係理事の方は、できるだけ一回分の理事会参加交通費を、手持ちの資金で参加してほしいのとの要請があり、了承された。

3.　財務委員会に関連する懸案事項について

村瀬道雄(財務委員長)より、2003年度収支決算および2004年度予算における，一般会計収入，特別会計収入，特別会計引当金，一般会計支出に関する問題点が指摘され，2004年度予算の執行に関して対策提案がなされた．有冨正憲（会長）より、学会賞基金取組み努力の必要性が指摘された、その体制の原案を武居昌宏(総務部会長)が立案することが了承された。

　さらに、内藤正則(筆頭副会長)より、学会収支改善のための具体策について説明があり、具体的には、

· 会費の適正な徴収努力に関する案が提示された（未納会員対策と自動引落し）．

· 年会講演会を初めとする行事における事業努力の必要性が指摘された．

· 支出抑制案が提示された（学会賞費用等は削減し，研究会活動費等への影響は極力避けられるよう努力する）．

· 自動引落し実現の方向で検討する．

· 督促状，学会誌発送停止，資格停止等については総務部会で原案を作成する．

· 今年度の研究会費は最大30,000円とする．

であり、その原案を武居昌宏(総務部会長)が立案することが了承された。

4.　役員選出内規の変更について

村瀬道雄(情報副会長)より、内規および附則において会則との矛盾点と変更案が指摘された．「尊重し」，「共同推薦」との文言を入れる点を変更し，原案通り承認された。

5.　拠点委員について

　武居昌宏(総務部会長)より、拠点委員の回答状況の説明があり、全員の回答があるまで待った後、お引き受けいただけなかった組織の後任候補者については、村瀬道雄(情報副会長)が決めることが承認された。

6. 地区代表の選出について

武居昌宏(総務部会長)より、評議員候補者を推薦する地区代表者について説明があり、東海地区は、社河内先生から齋藤先生(静岡大学)、関西地区は芹沢先生から東先生(大阪市大)、中国四国地区は逢坂先生から大西先生(鳥取大学)に交代することが承認された。また、評議員候補者を推薦する地区代表者、および、評議員の意義について議論し、次の通りの承認を得た。
· 地区代表者は評議員候補者の提案を理事会に行い、理事会がそれを決定する（地区代表者は評議員以外から選出する要有）． 

· 地区代表者を公表する必要性はない。次回の総会資料には地区代表者を公表しない。

· 評議員の推薦について（自薦他薦も含めて今後検討する）．

· 監事と地区代表者の重複について：今回の選出では本件の制約を考慮せず，ルールの明確化については総務部会を中心に検討する．

· 次年度評議員推薦者名簿の決定．評議員選挙は12月末を目標とする．

· 評議員候補者は地区代表者および各地区担当理事が合議の上で推薦する．

· 監事候補者は次回理事会で決定する．

7. 評議員候補者および監事の選出準備について

武居昌宏(総務部会長)より、評議員選挙のための地区代表者への手紙について、説明があり承認された。また、監事の選出については、会長、副会長とで相談の上候補者を選んでいただき、次回の理事会にて、審議することとなった。

8.　名誉会員候補者の選出について

武居昌宏(総務部会長)より、名誉会員候補者の選出について説明があり、学会誌に載せて、公募することが承認された。

9. 将来構想計画・学会活動強化委員会について

梅田眞三郎理事より、将来構想計画・学会活動強化委員会について説明があり、次の点が承認された。

· 学会活動強化委員会：機械系・化学系の連携を視野に推進の予定であること。

· 企業研究者の参加について検討が必要であること。

· 本件については，趣意書を作成するなどして参加を呼びかけたり、拠点委員，維持会員を中心に参加を勧誘したりすることも考えられるが、当面は、高木先生が中心となって、水処理をキーワードに当初は幅を広げすぎずスタートし，その後輪を広げる．

10. ロゴマークについて 

　土屋活美(情報部会長)よりロゴマークについて説明があり、メイルにて、理事オブザーバーの投票により決定し、その準備は武居昌宏(総務部会長)が行うことが承認された。

11.　実験データ・映像館検討委員会について
　武居昌宏(総務部会長)より、実験データ・映像館検討委員会について説明があり、原案通り、坂口(神戸大学名誉教授)先生が、委員長となって、委員会を立ち上げることが、承認された。
12.　国際交流部会報告

冨山明男(国際部会長)より、次の点の報告があり、承認された。

· 次回ICMF日程調整について：2007年5月最終週を基本に調整中

· 前回ICMF実施報告：参加者数等統計情報，収支報告

· 第4回日欧二相流専門家会議実施計画状況報告（Pisaで議論する予定）

· 混相流学会年会国際セッション：関連のメンバーにより8/29に打ち合わせ議論を行った（実施の趣旨，シンポジウムで行う等実施形態について）．予算に余裕がない現状を鑑み，来年は実施しないことを原案とした（承認）．

· 学会貢献賞(Zun, Celata分)について非公式にPisaで賞贈呈を行う予定．

13. 情報部会報告

　土屋活美(情報部会長)より、次の点の報告があり、承認された。

· 9月号編集状況が報告された．内容は，巻頭言，新旧会長挨拶，特集5編，論文2編，会告等．

· 12月号編集状況が報告された．内容は，巻頭言，特集5編，年会報告，OMF報告，ICMF報告，会告等．

· 会誌編集方針・長期編集企画：特集記事に関する今後2ヵ年の編集方針と19巻の特集記事に関する具体案が紹介された．

· その他，委員会開催日程，インターネット運営委員会および混相流ハンドブック出版委員会の状況報告がなされた．

14. 論文審査委員会報告

片岡勲(論文審査委員長)より、論文審査状況報告の説明があり、次の通り承認された。

· 本年度方針：審査方法は従来通り．論文投稿勧誘の必要性について．謝意を表するため，査読者を会誌に掲載予定．

· 論文著作権について：英訳の他誌への投稿を認めるか．今後検討継続の要有．著者責任を原案とする。

· 査読方針として安易に掲載否とすべきではない。

15. 企画部会報告

賞雅寛而(企画部会長)より、次の通り説明があり、承認された。

· OMF2004の実施計画の説明、理事出席要請があった。

· OMF2005（企画委員会において検討中）

· 講習会実施計画（H17.2マイクロバブル：オーガナイザー・大成，H17.5混相流計算技術：オーガナイザー・松本）；マイクロバブルは他学協会との共催としたい旨報告有（実質的に協賛に近い形であれば問題なし，今後情報を収集してメール審議する）

· 将来構想実行プログラムWG：方針検討中（若手向け大型予算の獲得，企業若手研究者とのとの連携，異分野間での人的ネットワークの拡大）．

· 研究会補助額を3万円に設定した旨．

16. 学生会報告

細川茂雄(学生会理事)より、学生優秀講演賞受賞者案の説明があり、原案通り、承認された。また、夏季セミナー（前回報告記事と次回運営検討状況）および今後の活動計画が報告された。また、世話役は前年より継続する旨説明があり、承認された。

17. 年会講演会・シンポジュウム委員会報告

小泉安郎(年会講演会実行委員長)より、セッションコマ割、シンポジウムおよび特別講演の企画状況について、説明があり、次の通り承認された。

· オーガナイズドセッション：企画状況報告（OS15件，各10件程度）

· ホームページ9月中立ち上げ予定．

· シンポジウム講師謝礼（基準額および交通費程度）

· 国際セッションについては国内にいる留学生を対象にした方がよい（論文，発表とも英語を認める）．

· （OS「産学官民リエゾンプロジェクト」：10/1ENDでリエゾン担当理事が対応する．）

18.　その他

清水昭比古(企画副会長)より、伝熱学会より共同誌出版の問合せが有ることの旨報告があり、編集委員長が検討の上次回理事会で継続審議することとした。

以上

作成者：総務部会長　武居昌宏
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